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千葉市地域公共交通活性化協議会 

第９回千葉市地域公共交通部会 議事録 

 

１ 日 時 令和７年９月３日（水）１４時００分～１５時１５分 

２ 場 所 千葉市役所本庁舎低層棟 ４階 調停室 

３ 出席者 ≪委員≫１０名（代理出席２名） 

松野由希委員、伊東英幸委員、植草定夫委員、菅井規委員、渡邉孝雄委員、長瀬正一委員、

石橋徹委員、牧添豊海委員、石川光雄委員、豊田英男委員 

（代理出席：中村隆様、柳澤秀論課長） 

（欠席者：大塚成男委員、成田斉委員、並木友彦委員、長瀬正一委員） 

      ≪事務局≫ 

   石野信一課長、長瀬智洋課長補佐、中原隆一主査 

 

４ 議事次第 

１ 開会 

２ 部会長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議題 

第１号 緑区平山町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

第２号 緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について 

５ 閉会 

 

５ 配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１  緑区平山町でのデマンド型交通の社会実験の運行計画案について 

・資料２  緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について 

・参考資料 1  緑区平山町乗降ポイント位置資料 

 

６ 議事の概要 

（１）議題第１号 緑区平山町でのデマンド型交通の社会実験の運行計画案について、賛成全員

で、原案どおり承認された。 

（２）議題第２号 緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について、賛成全員で今後の進

め方について承認された。 
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＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「千葉市地域公共交通活性化協議会 第 9 回地域公共交通部会」を開

催いたします。本日は、大変お忙しい中、お集まり頂きありがとうございます。本日の司会進行を務め

ます、交通政策課の長瀬でございます。よろしくお願い申し上げます。 

それでは、まず、お手元に配布しております資料の確認を行います。 

 

次第、委員名簿、座席表、 

資料 1「緑区平山町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について」、 

資料 2「緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について」、 

参考資料 1「緑区平山町乗降ポイント位置資料」でございます。 

配付漏れはございませんでしょうか。 

 

本日は、委員 14名のうち 12名、代理出席者 2名の出席となり、過半数に達しておりますので、千葉市

地域公共交通活性化協議会設置条例第 9条第 5項において準用する同第 7条第 2項により、本会議は成

立していることをご報告申し上げます。 

 

また、議事の公開につきましては、「千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会 議事運営要

領」により公開するとなっております。 

 

本日は傍聴者はおりません。 

 

２ 部会長挨拶 

【事務局】 

それでは、初めに、当部会の会長である淑徳大学コミュニティ政策学部准教授 松野由希様よりご挨拶

を頂戴します。 

 

【松野部会長】 

淑徳大学の松野です。高津戸町で約 3年前から検討を始め、いよいよ本格運行になると、それから平山

町での実験を始めようと、様々な取り組みがなされています。どうやって持続可能な交通をみんなで作

り上げていき、なおかつ利用を拡大していくかという難しい課題に応えているところだと思います。み

んなで力を合わせてより良い検討ができるよう考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 委員紹介 

【事務局】 

松野部会長、ありがとうございました。 

続きまして、今回の議題に対して新たに委嘱された臨時委員の方をご紹介いたします。 

株式会社鹿野西岬タクシー取締役、清原彰一様でございます。 
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【清原委員】 

清原でございます。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

高津戸町交通対策協議会会長、牧添豊海様でございます。 

 

【牧添委員】 

牧添です。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

高津戸町内会長、石川光雄様でございます。 

 

【石川委員】 

石川でございます。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

平山町内会地域交通協議会会長、豊田英男様でございます。 

 

【豊田委員】 

豊田です。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

続きまして、欠席に伴う代理出席の方をご紹介いたします。 

千葉県バス協会専務理事、成田斉様でございますが、欠席と連絡を受けており、本日は代理で京成バス

千葉イースト株式会社、中村隆様がご参加いただいております。 

 

【中村委員（成田委員代理）】 

中村でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

【事務局】 

千葉市建設局土木部部長、長瀬正一でございますが、欠席と連絡を受けており、本日は代理で土木管理

課課長、柳澤秀諭が参加しています。 

 

【柳澤委員（長瀬委員代理）】 

柳澤です。よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

最後に、熊本学園大学大学院会計専門職研究科教授、大塚成男様、千葉県警察本部交通部交通規制課長

並木友彦様でございますが、本日欠席との連絡を受けております。 

 

なお、本部会は委員個々人への委嘱となっておりますので、代理出席の方の賛否は参考扱いとなります。



4 

あらかじめご了承ください。 

 

それでは、これからの議事進行につきましては、松野部会長にお願いしたいと思います。松野部会長、

よろしくお願いいたします。 

 

４ 議題 第１号 緑区平山町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

【松野部会長】 

それでは、次第に沿って進めたいと思います。「4. 議題」について、第 1号「緑区平山町でのデマンド

型交通社会実験の運行計画案について」、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

議題第 1号「緑区平山町でのデマンド型交通の社会実験の運行計画案について」です。 

それでは、詳細について説明します。 

資料 1の「緑区平山町でのデマンド型交通の社会実験の運行計画案について」をご覧ください。 

目次に記載しております 4つの項目について、説明して参ります。本日協議いただく運行計画案につい

ては、運行事業者様に許可申請をして頂く最終案となります。 

なお、ページ番号は、目次の次のページから、右上に記しております。 

では、1ページをご覧ください。 

当部会において前回、協議が調いました運行計画案を基に、運行事業者の見積もり合わせを実施しまし

た。鎌取駅周辺を運行するタクシー事業者 5者に声をかけましたが、運転手不足などを理由に 4者辞退

の話がありましたので、見積もり合わせの結果、緑区平山町地区デマンド型交通社会実験運行業務委託

の受注者は「株式会社 鹿野西岬タクシー」様に決定しました。 

その後、鹿野西岬タクシー様と 8月 7日付にて運行委託契約を締結したところです。 

運行計画案の作成にあたりましては、千葉運輸支局様や千葉県警察様などの関係機関の皆様に様々なご

指導・ご助言等を頂きました。この場を借りてお礼申し上げます。 

 

2ページをご覧ください。 

スライドには、前回の当部会以降の経過についてお示ししております。 

令和 7 年 6 月 30 日に実施した第 8 回地域公共交通部会にて運行事業者の選定方法について、ご承認い

ただき、7月より運行事業者公募の手続きを開始し、8月 5日に運行事業者が決定しました。 

本事業での運賃を決定するために、8月 15日から交通政策課ホームページにおいて、運賃案に対する意

見募集を行いました。 

意見募集期間は 8月 21日正午までとし、意見の提出方法としては、交通政策課に直接持参または郵送、

FAX、電子メールのいずれかで行いました。結果的に意見等ありませんでした。 

8月 28日、道路運送法第 9条第 4項に規定する第 4回運賃分科会において運賃を決定し、本日、第 9回

地域公共交通部会において運行計画（案）についてご承認いただければ、11月 4日からの運行開始が可

能となる見込みです。 

 

3ページをご覧ください。 

ここから 4ページまでは運行計画案となります。 

資料中、前回の地域公共交通部会でお示しした内容と重複する箇所もございますが、主だった項目につ



5 

いて、改めて、説明させていただきます。 

①事業形態は「一般乗用旅客自動車運送事業による乗合旅客運送」、いわゆるタクシーなどの乗車定員

が 10人以下の車両を利用した、乗り合いによる事業形態となります。 

②運行概要としては「乗降ポイントを設定した定時型とし、利用者からの事前予約に基づく区域運行の

乗合タクシー」となります。 

停留所毎の出発時刻としてダイヤを設定、目的地側の到着時刻は目安とした運行時刻を定めることとし

ております。 

③利用対象者は、事前に利用者登録申請を行っており、かつ 1人で乗降可能な方とします。主な利用者

は平山町内の方を想定しておりますが、となり町の住宅地が町境に近い場所にもあることから、お住い

の場所や年齢による限定はいたしません。 

④乗降ポイント・運行ルートについては、平山町地区と鎌取駅北口に設置します。 

⑤運行日、便数、ダイヤについてですが、運行日は火曜日と金曜日の週 2日、便数は水砂ルート及び四

谷ルート、それぞれ午前に行き 1便、午後に帰り 1便の 1日 1往復とし、ダイヤは 1便あたり車両 1台

が、水砂ルート及び四谷ルートを回れるように発着時間のダイヤを設定する予定です。 

⑥運行車両及び定員は運行事業者からの提案により、セダン型もしくはユニバーサルデザイン型で、1

台あたりの利用者定員は 4 名とし、予約状況及び車両定員に応じて配車して、最大 2 台、8 名までの乗

車に対応できるようにいたします。 

⑦運賃は、8 月 28 日に実施した第 4 回運賃分科会にて決定した「大人片道 500 円、小学生以下は 250

円」とします。 

⑧回数券も同様に、第 4 回運賃分科会にて決定した「250 円券を 24 枚綴りとして 5000 円」で販売する

ことにいたしました。 

 

4ページをお願いします。 

引き続き運行計画案です。 

⑩乗降方法・制限ですが、座席に余裕があっても予約なしの乗降は不可とし、予約した時間に所定の停

留所に利用者が現れない場合はキャンセルとみなします。 

⑪、⑫はご覧のとおりです。 

⑬予約受付は、電話予約とし、原則乗車する 1 週間前から前日の 17 時までとします。利用者の多くが

高齢者であることが想定されることから、現時点では、スマートフォンなどによるアプリやインターネ

ットでの受付は実施いたしません。 

⑭運行記録ですが、日報を作成し市に毎月報告することで、利用状況を把握・分析できるようにいたし

ます。 

⑮運行経費は、人件費・燃料費・車両維持費や諸税など運行に関わる経費全般を含むこととし、 

⑯委託料のとおり、基本輸送費は 1便当たりの単価を設定のうえ、運行便数に応じて支払うこと。また、

基本管理費として、予約受付のオペレーターや運行記録作成などに要する 1か月あたりの運行管理費を

設定いたしました。 

⑰、⑱はご覧のとおりです。 

 

5ページをお願いします。 

ご説明させて頂いた運行計画案を図面と合わせて概要としてまとめております。ここでは主に乗降ポイ

ントについてご説明します。 
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赤枠で緑のハッチングをした区域が平山町になります。 

青い丸が平山町住宅地内の乗降ポイントとなります。 

乗降ポイントの位置につきましては、平山町地域交通協議会での検討を基に、元々バス停があった箇所

や住宅地が集まっているところを中心に全部で 12か所の乗降ポイントを設定しております。 

赤い丸が JR 鎌取駅北口の乗降ポイントとなります。鎌取駅周辺には、大型商業施設や病院などが密集

しており、アンケート結果等からも鎌取駅周辺への外出が多いことから、JR鎌取駅北口 1箇所としてお

ります。 

乗降ポイントには、モデル地区である高津戸でのデマンド型交通社会実験と同様に、わかりやすいポス

ターの掲出を考えており、記載内容は、主に停留所名、利用の注意点などを記載したものを設置する予

定です。 

詳しい乗降ポイントの位置に関しましては、参考資料 1「緑区平山町乗降ポイント位置資料」をご覧く

ださい。なお、設置位置に関しましては、事前に道路管理者や千葉県警察様と協議した上で決定してお

ります。 

 

6ページをご覧ください。 

今後のスケジュールについてです。 

現在はスケジュール表の真ん中赤破線でお示しした位置になり、「千葉市地域公共交通部会」の欄の 9月

になります。 

本部会において社会実験実施に向けた申請内容についての協議が調いましたら、速やかに道路運送法に

基づく申請等の手続きを行いますので、社会実験としての運行は令和 7 年 11 月頃から令和 9 年 3 月末

までの約 1年 5カ月を予定しております。 

なお、社会実験中においても、アンケートの実施や運行分析を行いながら地域のニーズに合わせて運行

計画の見直しを行いたいと考えております。また令和 9年度以降については、本格運行への移行もしく

は社会実験の継続や終了などについて、利用者の動向などから分析し、検討したいと考えております。 

計画の変更等が生じる場合につきましては、本部会に諮り、協議させていただきますので引き続きよろ

しくお願いします。 

 

長くなりましたが、説明は以上となります。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

【松野部会長】 

ただいまの説明について、ご質問等はございますか。 

 

【菅井委員】 

千葉運輸支局の菅井です。確認ですが、乗降ポイント位置資料の 1 ページ、鎌取駅の乗降ポイントは、

既存のバス停と重複していないということでよろしいでしょうか。 

 

【事務局】 

はい、重複しておりません。 

 

【菅井委員】 
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承知しました。重複している場合は、道路運送法以外の別途の手続きが必要になる場合があるので確認

しました。 

 

【柳澤委員（長瀬委員代理）】 

千葉市建設局の柳澤です。鎌取駅はご存知の通り工事中であり、11 月中旬頃まで続く看板が出ておりま

すが、運行開始がそれより少し早まる予定とのこと、工事の進捗との兼ね合いで問題ないでしょうか。 

 

【事務局】 

その点についても道路管理者と協議済みであり、問題ないものと考えております。 

 

【柳澤委員（長瀬委員代理）】 

承知しました。ありがとうございます。 

 

【伊東委員】 

日本大学の伊東です。この会議で決定後、住民の方への利用者登録等の周知は、どのような方法でされ

るご予定か教えていただけますか。 

 

【事務局】 

基本的には、地元の平山町地域交通協議会と協議の上、回覧板等で周知を行っていく予定です。周知用

のリーフレットも、これまでの高津戸地区と同様に平山町版を作成し、活用します。 

 

【伊東委員】 

運行場所などが決まった後に、そのチラシを作成するという流れですね。承知しました。 

 

【石川委員】 

高津戸での経験ですが、地元の PR もさることながら、行き先の施設、例えば病院やスーパーなどにポ

スターを掲示して PR することも有効ではないかと考えます。高津戸では、個人的に知り合いの医師に

お願いし、2 件の病院にご協力いただいた経緯があります。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。我々としても、合意が得られる施設への協力は惜しみませんので、今後努めさ

せていただきたいと思います。 

 

【松野部会長】 

他にございませんか。無いようですので、お諮りします。議題第 1 号「緑区平山町でのデマンド型交通

社会実験の運行計画案について」、承認することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

ありがとうございます。全員ですので、議題第 1 号は原案通り承認いたします。 
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地域公共交通部会は「協議の場」でありますので、事務局からの説明等で特に修正・変更などのご意見

等がなかったため、平山町でのデマンド型交通の社会実験に関する運行計画案について協議が調ったと

いうことで、本部会名での証明書を発行いたします。今後、運行事業者の鹿野西岬タクシー様にて申請

手続きを進められることになりますので、千葉運輸支局様におかれましては、ご対応のほどよろしくお

願いいたします。 

 

５ 議題 第 2号 緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について 

【松野部会長】 

それでは、次の議題に入りたいと思います。第 2 号「緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行につ

いて」、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

議題第 2 号「緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について」です。 

 

資料 2 の「緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行について」をご覧ください。 

 

緑区高津戸町で実施しているデマンド型交通社会実験は、前回の本部会にて利用状況等を報告させてい

ただきました。今回の部会では、本格運行への移行の基準値や、実施体制等についてご説明させていた

だき、千葉市のデマンド型交通の方向性を協議した上で、今後の本格運行への手続きを進めていきたい

と考えていますのでよろしくお願いします。 

 

目次に記載しております 4 つの項目について、説明して参ります。 

なお、ページ番号は、目次の次のページから、右上に記しております。 

 

1 ページをご覧ください。 

はじめに、社会実験の運行状況について、高津戸町コースからご説明します。 

上の表は直近 3 カ月、令和 7 年 5 月から 7 月の利用状況になります。 

7 月の利用実績は、利用登録者数は 272 名、延べ利用者数は 121 人、実際に利用した人数は 26 名、稼

働率は 75.0 パーセント、収支率は 28.9 パーセント、1 便あたりの乗合人数は 2.88 人となっておりま

す。 

なお、乗合人数の算出につきましては、稼働便数に対する延べ利用者数としており、予約がなく、そも

そも稼働していない便につきましては、計算上含めておりません。 

次に、高津戸町コースの利用推移ですが、左下のグラフは、実際に利用した人数を示しております。令

和 5 年 3 月 13 日からの通算にはなりますが、令和 7 年 7 月までに 87 名の方に乗合タクシーを利用し

ていただいております。 

真ん中の円グラフは、利用者の属性を示しております。 

利用者のうち約 90 パーセントが 60 歳以上の利用者となっております。また性別につきましては、約

70 パーセントが女性の利用者となっております。 

右下のグラフは、延べ利用者数の推移を示しております。 

6 月は 1 か月の延べ利用者数が過去最高の 131 人だったりなど、高津戸乗合タクシーは、社会実験も 3

年目となり、生活の移動手段として定着してきたことから、毎月 100 人前後利用していただいておりま
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す。 

また 1 日当たりの利用延べ人数につきましても、10 人前後と目標値の 8 人を上回る結果となっており

ます。 

 

2 ページをご覧ください。 

続きまして、下大和田町・上大和田町コースの社会実験の運行状況について説明します。 

上の表は直近 3 カ月、令和 7 年 5 月から 7 月の利用状況になります。 

7 月の利用実績は、利用登録者数は 110 名、延べ利用者数は 25 人、実際に利用した人数は 5 名、稼働

率は 52.8 パーセント、収支率は 10.0 パーセントとなっております。なお、収支率につきましては、障

害者割引を適用しなかった場合の収支率を米印で記載しております。下大和田町・上大和田町コースの

利用者のうち約 7 割の方は障害者割引を適用していることから、適用しなかった場合の収支率は 16.1

パーセントとなっております。 

1 便あたりの乗合人数は 1.32 人となっております。 

乗合人数の算出につきましては、高津戸町コースと同様です。 

下大和田町・上大和田町コースの利用推移ですが、先に右下のグラフをご覧ください。 

延べ利用者数の推移を示しております。 

令和 7 年 2 月から、これまで週 1 日の運行から週 2 日の運行にしたところ、利用者数が増加しておりま

す。 

これにより左下のグラフ、実際に利用した人数についても、2 月以降に増加しており、令和 7 年 7 月時

点では、1 月の約 4 倍となっております。 

真ん中の円グラフ、利用者の属性については、ご覧の通りです。 

 

3 ページをご覧ください。 

続きまして、大椎台・大木戸台コースの社会実験の運行状況について説明します。 

上の表は直近 3 カ月、令和 7 年 5 月から 7 月の利用状況になります。 

7 月の利用実績は、利用登録者数は 231 名、延べ利用者数は 81 人、実際に利用した人数は 16 名、稼働

率は 70.4 パーセント、収支率は 23.3 パーセントとなっております。障害者割引を適用しなかった場合

の収支率は 25.0 パーセントとなっております。 

1 便あたりの乗合人数は 2.13 人となっております。 

乗合人数の算出につきましては、他のコースと同様です。 

次に、大椎台・大木戸台コースの利用推移ですが、左下のグラフは、実際に利用した人数を示しており

ます。令和 7 年 7 月までに 39 名の方に利用していただいております。 

真ん中の円グラフは、利用者の属性を示しております。 

利用者のうち約 95 パーセント以上が 60 歳以上の利用者となっております。また性別につきましては、

約 80 パーセント以上が女性の利用者となっております。 

右下のグラフは、延べ利用者数の推移を示しております。 

運行計画変更後もあまり利用者が増えていないのが現状です。 

 

4 ページをご覧ください。 

3 コース合算の結果を示しております。 

令和 6 年 4 月から令和 7 年 7 月までの、延べ利用者数は 2,736 人、実際に利用した人数は 142 名、収
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支率は、21.67 パーセント、乗合人数は 1 便あたり 2.19 人、となっております。 

下のグラフは、令和 5 年 3 月から令和 7 年 7 月までの実際に利用した人数と延べ利用者数の推移を表し

ております。令和 6 年 4 月からの数値を大きく伸ばしており、運行区域拡大は地区全体としても一定の

効果があったものと考えております。 

 

5 ページをご覧ください。 

社会実験開始から現在までの運行実績について、ご説明します。 

高津戸町コースはモデル地区としてすでに 2 年 5 カ月運行しております。 

上のグラフの棒グラフは延べ利用者数、折れ線グラフは 1 日あたりの利用延べ人数を表しています。 

実験開始直後は、低調だった利用者数は、半額キャンペーンの実施後、徐々に利用者を伸ばしており、

運行計画を見直した令和 6 年 4 月からはさらに利用者が伸びる結果となっております。 

下の表につきましては、社会実験の実施にあたり、実験を評価するため運行前に地元の交通対策協議会

において、4 項目の評価指標と目標値を設定し、その結果を令和 5 年度と令和 6 年度及び令和 7 年度で

比較したものとなっております。 

令和 6 年度及び 7 年度は、すべての項目において、目標値及び令和 5 年度の結果を上回る結果となって

おります。 

 

6 ページをご覧ください。 

前回の本部会でもご説明しましたが、改めて令和 6 年度の運行実績についてご説明します。 

スライド上段の表には、令和 6 年度（令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日）の運行実績をまとめ

たものとなっております。 

年間の稼働率は、76.9 パーセント、延べ利用者数は、1,089 人、収支率は、24.06 パーセント、乗合率

は、1 便あたり 2.2 人となっております。 

スライド下段の表は、便数毎の利用実績をまとめたものとなっております。 

主に午前中の利用が多い結果となっております。 

 

7 ページをご覧ください。 

便数毎の利用実績を令和 6 年度と令和 7 年度で比較した表をお示ししております。 

スライド上段の表には、令和 6 年度（令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日）の、スライド下段の

表には、令和 7 年度（令和 7 年 4 月 1 日から令和 7 年 7 月 31 日）の便数毎の稼働率、延べ利用者数、

乗合人数をお示ししております。 

令和 7 年度は、昨年度に比べ午前中の稼働が多く、利用者数・乗合人数についても昨年度の同時期より

も若干多くなっております。 

 

8 ページをご覧ください。 

本格運行移行への目標値について、ご説明します。 

社会実験モデル地区である高津戸町は、実験開始から約 2 年 5 カ月が経過しております。 

高津戸町コースは、運行計画の変更等を経て、令和 6 年 4 月以降、先ほどもご説明させていただいた評

価指標を常時上回る等、安定的に利用がされております。 

この結果を踏まえて、高津戸町コースについては、今年度中に本格運行へ移行したいと考えております。 

高津戸町コースが本格運行へ移行する目標値につきましては、これまでの結果を踏まえてスライドにも
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お示ししているとおり、収支率、20 パーセント以上、乗合率、1 便あたり 2.0 人以上、稼働率、60%以

上に設定し、毎年評価し、目標値に満たない場合は運行計画の見直し若しくは運行終了等の判断をして

いきたいと考えております。 

なお、高津戸町コース以外の地域の本格運行への移行目標値については、地域によって人口や高齢化率、

人口密度、目的地までの距離等、地域毎に特徴が異なることから、高津戸町の目標値を基本としながら、

地域毎に検討していきたいと考えております。 

 

9 ページをご覧ください。 

先ほどお示しした目標値の他にも、多角的な視点から運行状況をモニタリングする必要があると考えて

おりますので、スライドにお示しした項目は、引き続き注視していきたいと考えております。 

 

10 ページをご覧ください。 

続きまして、本格運行時の実施体制についてご説明します。 

これまで道路運送法第 21 条に基づき運行しておりましたが、本格運行へ移行の際は道路運送法第 4 条

に基づく運行に切り替えます。 

これまでも地域、運行事業者、千葉市が協力し、デマンド型交通社会実験を実施しておりましたが、本

格運行へ移行する際は、より地域主体となるよう一部実施体制の見直しを図ります。 

具体的にはスライドした部分の実施体制イメージをご覧ください。 

左側が社会実験時の運営体制になります。 

社会実験中は千葉市が運行事業者と委託契約を締結し、地域への運行支援を実施しておりますが、本格

運行時は、右側の図で示したような地域と運行事業者、千葉市の 3 者で協定を締結し、それぞれの役割

分担を整理します。その中で運行の契約については、地域と運行事業者間で契約を締結し、千葉市は運

行に対して補助金を交付するような体制での実施を考えております。 

 

11 ページをご覧ください。 

今後のスケジュールについてです。 

現在はスケジュール表、9 月 3 日になります。 

本部会終了後、速やかに本格運行時の事業者の選定に着手し、運行事業者が選定されたのちに、改めて

運賃分科会及び地域公共交通部会を開催し、本格運行に関する運行計画案の協議をお願いしたいと考え

ております。 

そこで協議が調いましたら、道路運送法第 4 条に基づく申請等の手続きを行いますので、本格運行は令

和 8 年 1 月中旬以降を予定しております。 

また、他のコースにおいても地域との協議により、運行計画に変更等が生じましたら、併せて本部会に

諮らせていただきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

長くなりましたが、説明は以上となります。 

よろしくお願いいたします。 

 

【松野部会長】 

ただいまの説明について、ご質問等はございますか。 
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【菅井委員】 

確認ですが、資料 2 で下大和田町・上大和田町コースと大椎台・大木戸台コースの収支率には「障害者

割引を適用しなかった場合」の記載がありますが、高津戸町コースには障害者割引はないのでしょうか。 

 

【事務局】 

高津戸町コースにも障害者割引はございますが、現在までの利用者は 0 人なので記載しておりません。 

 

【菅井委員】 

承知しました。 

 

【松野部会長】 

7 ページの便ごとの利用実績を見ると、今年度になって帰りの 3 便の利用者数が増加しているように見

えます。 

 

【事務局】 

はい。まだ利用者数も少なく稼働率も低いため、周知が行き届いていない部分もあるかと存じますが、

昨年度に比べ周知され、利用していただいているものと考えています。今月 9 月から 1 カ月限定で、さ

らなる利用促進のために、キャンペーンを実施しております。まだ利用されていない方やご近所の方等

を誘ってペアで予約し、乗車した方を対象に、運賃が半額になるというものです。 

 

【松野部会長】 

キャンペーンは 9 月いっぱい実施されるのですね。 

 

【石川委員】 

具体的には、半額キャンペーンで片道 250 円になります。利用者登録されていない方を誘っていただき、

その方が利用者登録書を持って乗車されると、町内会からペットボトルのお茶をプレゼントするという

形も取っています。 

 

【牧添委員】 

これまでは、利用者が約 100 人と安定しているものの、同じ方が何度も利用されている状況でした。そ

こで、新しい利用者を増やすため、「お友達キャンペーン」として、2 人以上で同じ停留所から乗車すれ

ば半額になるという企画を始めました。一度利用していただければ、その利便性を感じてリピートにつ

ながることが多いため、まずは利用していただくことを目的としています。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。素晴らしい取り組みですね。 

 

【伊東委員】 

8 ページの目標値について、特に異議はありませんが、この 3 つの指標は全て満たすことが条件という

理解でよろしいでしょうか。万が一、いずれかが目標値を下回った場合に、どのように確認（PDCA）

していくのか、方針を伺いたいです。 



13 

 

【事務局】 

本格運行に切り替えた後は、市から毎年度補助を行う考えです。まずは地元と実施評価について協議し、

その結果を本部会にご報告します。その中で、運行計画の変更で対応するのか、運行を廃止するのか、

あるいは他の方法を検討するのかも含め、デマンド交通社会実験のあり方を踏まえて協議していければ

と考えています。 

 

【伊東委員】 

承知しました。高津戸町コースの資料 1 枚目を見ると、6 月は稼働率が高い（87.3%）ものの乗合率が

下がり（2.38 人/便）、7 月は稼働率が下がった（75.0%）ものの乗合率が上がって（2.88 人/便）収支率

が改善しています。一概に稼働率が高ければ良いわけではなく、不要な便が運行せず、効率的に利用さ

れているのが 7 月の結果かと解釈しました。目標値として稼働率 60%以上を設定されたのは、最低限の

稼働を担保するという意味合いと理解しましたので、異議はありません。 

もう 1 点、昨今の燃料費高騰などを踏まえ、本格運行時の運行事業者との契約は、年間固定なのか、あ

るいは状況に応じて見直す形になるのでしょうか。 

 

【事務局】 

高津戸町の本格運行に関する契約はこれからになります。今後、運行事業者を選定する中で運行経費を

協議していくことになります。現在の社会実験の経費よりは上がる可能性があり、その場合、計算上は

収支率が下がることも想定されますが、それらを含めても提示した目標値は達成可能だと考えておりま

す。 

 

【伊東委員】 

現在実施中の運賃半額キャンペーンによる減収分は、収支率にどう影響しますか。 

 

【事務局】 

キャンペーンによる減収分は、市の負担で実施しておりますので、収支率には影響しない形となります。 

 

【伊東委員】 

承知しました。ありがとうございます。 

 

【松野部会長】 

他にございませんか。無いようですので、議題第 2 号「緑区高津戸町でのデマンド型交通の本格運行に

ついて」、ご説明いただいた通り、本格運行の基準値の考え方や実施体制について承認することに賛成

の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

ありがとうございます。全員ですので、議題第 2 号は原案通り承認いたします。先ほどご説明がありま

した通り、高津戸町コースの本格運行へ向けて手続きを進めてくださるようお願いします。 
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６ 閉会 

【松野部会長】 

これをもちまして、本日すべての協議事項が終了しました。それでは、進行を事務局にお返しします。

ご協力ありがとうございました。 

 

【事務局】 

松野部会長、ありがとうございました。長時間のご協議、ありがとうございました。 

以上をもちまして、「千葉市地域公共交通活性化協議会第 9回地域公共交通部会」を終了します。 

 

次回の地域公共交通部会につきましては、高津戸乗合タクシーの道路運送法第 4 条の申請をするため、

運行事業者を決定したのちに、高津戸町でのデマンド型交通の本格運行に関する運行計画案について本

部会に諮る予定です。改めて日程調整のご連絡をさせていただきます。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


